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 HIV-1 感染に影響を与える DNA 損傷応答分子のスクリーニングとして、ニワ
トリ Bリンパ細胞株である DT40において様々な DNA修復分子を欠失した変異
細胞株群を用いて、ルシフェラーゼをレポーターに持つ HIV-1 偽ウイルスの感染
効率の検討を行った。その結果、RAD18 -/-  DT40細胞では親細胞と比較し 2倍
以上の HIV-1の感染効率の上昇を、 POLZ -/-、EXO1 -/-、TP53BP1 -/-、FEN-1 




み込まれたプロウイルスについて、定量的 PCR により解析したところ、 EXO1 
-/-、TP53BP1 -/-、WRN -/-  DT40細胞において 2-LTR環状 DNAの上昇とプロ
ウイルスの低下を認め、これらの因子がインテグレーションに補助的に働いてい
る可能性が示唆された。RAD18-/-  DT40 細胞では後期逆転写産物の早期上昇を
認め、RAD18が逆転写過程に抑制的に働いている可能性が示唆された。 






















クローン群を用い、HIV-1 偽ウイルスの感染効率や種々のウイルス DNA 産物の定量
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